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［概要】

本科目では、人体の機能について実験的に学ぶ。自分自身あるいは同級生を対象にして、感党系や運動系あるいは循環や呼吸などの機能
に関する基礎を習得する。なお、動物を対象とする実験は、 「生理学実習II」で実施する。講義では、主に「頭」を使って知識を獲得する
のに対して、この実習では、 「手」をはじめ「身体」全体で学習する。

本科目ではバソコンを積極的に活用している。すなわち、実習資料はインターネット経由で入手する必要があるし、データのまとめと解
析には表計算ソフトに習熟していなければならない。また、 「発表会」の準備には文書作成およびスライド作成ソフトを使用する必要があ
る。

［学習目標】

I. 「生理学実習」用のウェプサイトにアクセスして、実習資料を入手する。

2.入手した実習資料を基に、実習遂行に必要な知識を整理する。必要ならば、図書館などで参考図書に当たり、資料を適宜加工する。

3.各実習の冒頭にある「小試験」によって、整理した知識の完成度を知る。

4.実習に参加して（【履修上の留意点】を参照）、 「身体」を通しその内容を把握する。

5.実習内容の発表をおこない、 「小試験」と「実験」から得た知識を体系化する。

回
授業計画又は学習の主題

数

1 実習ガイダンスー 実習の流れ（予習・小試験・実験•発表会）の説明

2 体性感覚ー1、表面（在）感党一 皮閂感党点の検索、二点弁別閾値の測定

3 体性感覚ー2、深部感覚一 位置感党、重歪弁別、 Weberの法則

4 循環機能一 血圧の測定、心電図(ECG)の記録・解析

5 
呼吸機能、運動機能 l、高次脳機能 1一 肺活呈・ 1秒率の測定、表面筋電図(EMG)の記録、
反応時間の測定
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【使用図書】

教科書

く書名＞

「生理学実習」ウェプサイト

＜著者名＞ く発行所＞ ＜発行年・価格•その他＞

参考書 生理学に関する各種の書籍が本学の図書館に用意されているので、自主的に参考にして欲しい。

その他の資料 各種のピデオも本学の図書館に用意されているので、それらも自主的に参考にして欲しい。

【評価方法】

実習科目であるため「出席（参加）」を重視
し、評価全体の2/3を「出席（参加）」に当て
る。残り1/3を「小試験（毎回実施）」と「発表
会」で均等割りする。

［履修上の留意点】

「生理学実習」ウェプサイトには、先輩が作成・提出したレポートに対する大呈のコ
メント集があるので、 「共有財産」として末永く、積極的に参照して欲しい。

なお、客観性と公平性の確保が困難な「実習態度」は評価の対象としないが、明らか
に他人の迷惑となっている場合には、退室を求めることがある。
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